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水アトラクション分野の象徴である米国ラスベガスのホ

テル・ベラージオの噴水ショーを支えるのも，この空気

圧縮機である。

空気圧縮機業界における日立の歴史は長く，日立製作

所創業の翌年である1911年には最初の空気圧縮機を発

売している。空気圧縮機市場は今なお世界的に成長を続

けているが，地域によって異なる需要に応えるべく，日立

はグループ内で事業と製品ラインアップの多角化を進め

てきた。さらに日々変化する市場のニーズにより適切に

対応するため，グループ内に複数あった空気圧縮機事業

を統合し，株式会社日立産機システムに一本化した。さ

らに2017年7月13日，米国サルエアー社が日立の空気

はじめに

製造設備や建設現場には必ずと言っていいほど空気圧

縮機が導入されているが，それがどのように機能してい

るかを説明できる者は多くないだろう。空気圧縮機は，

周囲の空気を取り込んで二つのロータの回転によって圧

力を上昇させる。圧縮された空気は建設現場の機械，ス

キー場の人工雪製造，ジェットコースターのエアブレー

キ，果実の選別や梱包箱の組み立て，自動車修理工場で

の車の昇降などさまざまな業界で使用されており，製造

現場における第四の公共サービスであると言われる。噴
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ラスベガスのホテル・ベラージオの噴水ショーには，サルエアー社製の空気圧縮機が使用されている。
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し，オイルフリー圧縮機はエアエンドに潤滑油を使用し

ないため，油を含まないクリーンな空気が得られる。こ

のため，特にエレクトロニクス，医薬品，化学，食品お

よび飲料など，油が製造中の製品に混入しないことが求

められる，製造環境に敏感な産業で特に好んで使用され

ている（図2参照）。日立はオイルフリー圧縮機の技術革
新をリードする立場にあり，特に日本市場では市場の

圧縮機事業に加わった。日立は，これによって強化され

たグローバルな顧客基盤と多様な製品ラインアップを活

用し，さまざまな分野の顧客に総合的な圧縮空気ソ

リューションを提供していく。

日立とサルエアーの空気圧縮機の概要

空気圧縮機は長年にわたり，製造業および建設業に欠

かせない存在であり続けてきた。日立産機システムとサ

ルエアーには「定置式」と「ポータブル」の2種類の空気

圧縮機があり，定置式は一般的に電動モータで駆動し，

製造工場などで使用される。これに対してポータブルは

ディーゼルエンジンで駆動し，建設現場などで使用され

る（図1参照） 。
空気圧縮機のコアとなる技術は，エアエンド（圧縮機

構部）にある。現在の主流は回転式スクリュー圧縮機で，

近年はオイルフリー式が急速に普及しつつあり，世界で

20億ドル規模の産業となっている。日立は1980年にオ

イルフリーのスクリュー圧縮機を発売した。従来のスク

リュー圧縮機ではエアエンドに潤滑油を使用するのに対

定置式圧縮機 ポータブル圧縮機

化学プラント 自動車組立 建設 鉱業 石油およびガス

図1│定置式圧縮機とポータブル圧縮機
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図2│ 空気圧縮機の系統図
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40%が日立の最先端のオイルフリー空気圧縮機を採用

している2）。一方，サルエアー社は北米を中心として世

界中に非常に多様な顧客基盤を有している。北米，中南

米，EMEA（Europe, the Middle East and Africa）でサ

ルエアーの顧客に日立のオイルフリーテクノロジーを紹

介することにより，2社間の大きな相乗効果が生まれて

いる。

高品質かつ最適な空気ソリューションの
提供による社会貢献

第四の公共サービス

製造工場において，水，天然ガス，電気と同様に広く

使用され，第四の公共サービスとも呼ばれる圧縮空気の

エネルギー使用量は膨大である。米国エネルギー省によ

ると，米国内で圧縮空気システムに使用される消費電力

は年間900億KWhにも上る。一部の施設ではエネル

ギー消費量全体の約10～30%を空気圧縮機システムが

占めている場合もあり，ここには15～60%の節約の余

地があると見込まれる。米国の平均的な電気料金は

1 KWh当たり0.06ドルであり，単純計算で年間で54億

ドルもの費用が圧縮空気に費やされていることにな

る3）。米国における空気圧縮機ライフサイクルコストで

も，機器の運転により発生するエネルギーが全体の77％

と大半を占めている（図3参照）。

メンテナンスによる省エネルギー性向上

自家用車を長期間にわたり効率よく運転するには，エ

ンジンオイルを定期的に交換したり,フィルタを掃除し

たり，タイヤを調整したりする必要がある。同様に，空

気圧縮機が効率的かつ安定的に動作するには，定期的な

保守が必要である。空気圧縮機の基本的な保守サイクル

は，（1）潤滑油の交換，（2）フィルタの交換，（3）エアエ

ンドのオーバーホールであり，空気圧縮機メーカーは機

器の販売とともに定期的な保守と複数年にわたるサービ

ス契約を提案するのが一般的である。これによって高効

率で空気圧縮機を稼働でき，突然の損傷やダウンタイム

を防ぐことができる。

日々何百万ドル相当もの製品を製造する工場におい

て，空気圧縮機が停止した場合の影響は甚大である。

サルエアーが開発した新しいデジタルツールでは，

IoT（Internet of Things）を活用した機器のモニタリング

を通じて故障の予兆を検知し，あらかじめ設定された期

間が経過する前に保守が必要になった場合には顧客に保

守の提案を行うことで，圧縮機の最適な状態を維持する

ことができる。 日立とサルエア―は今後，AI（Artifi cial 

Intelligence）やIoTを活用した監視ソリューションをさ

らに進化させ，障害が発生する前にその予兆を検知し，

故障による圧縮機の停止を防ぐための取り組みを続けて

いく。

デジタル技術のさらなる向上

北米を中心としたサルエアーの幅広い顧客網，圧縮空

気に関するOT（Operational Technology）と，日立が長

年にわたり培ったOTとITを組み合わせ，日立の空気圧

縮機事業では，デジタル技術を活用した総合的なソ

リューションを世界中の顧客に提供することができる。

サルエアーのAirSuiteアプリケーションの監視機能 

では，利用者の既設の圧縮空気システムを迅速かつ完全

に診断することが可能である（図4参照）。圧縮空気ソ
リューション専用に開発された高度な解析機能とデータ

を組み合わせることによって，システムの状況と必要な

処置を把握できる。AirSuiteには，圧縮空気システムに

変更を加えた結果をシミュレーションする機能もあり，

顧客の圧縮空気システムの最適化に貢献する。例えば，

より新しく効率的な圧縮機にアップグレードした場合

や，空気槽を追加した場合の効果を確認できる。AirSuite

は顧客の目標とするROI（Return of Investment）達成を

10％ 2％

11％

初期費用 設置費用 保守費用 運転費用（エネルギー）

77％

図3│ 米国における空気圧縮機のライフサイクルコスト
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サポートするとともに，それぞれの顧客に応じてニーズ

を満たすエネルギー効果の最も高い圧縮空気システムを

提供する。

また，遠隔監視と分析のためのソリューションAirLinx

を利用することで，顧客は自社の圧縮機が正常に動作し

ていることを現場に行くことなく確認できる。AirLinxは

圧縮機のコントローラに接続し，SIM（Subscriber 

Identity Module）カード経由でクラウドにデータを送信

するため，利用者はインターネットに接続された任意の

デバイスを介して24時間，年中無休で情報にアクセスで

きる。また，AirLinxで今後の保守についてメールやテキ

ストで通知が届くように設定しておけば，それに基づい

て保守を計画できる。

AirLinxは特に複数の工場を持つ大企業に有効なソ

リューションであり，所有するすべての圧縮機の状態を

一括で確認することができる。またインタフェースは顧

客がカスタマイズ可能で，稼働状況に基づいて追加のア

ラームを設定し，より厳しい閾（しきい）値を設定して警

告や通知を出すことも可能である。これにより，顧客は

使用状況やKPI（Key Performance Indicator）のレポー

トを作成できる。これらのデータは過去13か月分にわ

たって保存され，いつでもオンラインでアクセスできる。

こうしたデータに基づき，サルエアーはより迅速に遠隔

サービスを提供する。また，AirLinxにはGPS（Global 

Positioning System）追跡機能があり，盗難に遭うとジ

オフェンシング※）通知が届くため，安心してポータブル

圧縮機を利用することができるなど圧縮機をレンタルで

利用する顧客のニーズにも適している。

TotalCareはサルエアーが新たに提供を開始したプロ

グラムで，顧客は圧縮空気システムに必要な保守を事前

に把握して適切に計画することができる。多くの企業で

熟練労働力が不足しつつある中，このサービスでは，IoT

データを使用した遠隔でのサポートを通じて，熟練作業

者はもちろん非熟練作業者に対しても，圧縮機システム

を理想的な状態に維持するためのサービスを提供する。

さらなる全体最適に向けて

特定領域の専門知識がテクノロジーと出会うところに

価値が生まれる。MySullairは，商用ソリューションのプ

ラットフォームを使用して，製品とデジタル機能を単一

のインタフェースに統合したものである。MySullairを使

えば，製造者，販売者，顧客は，自ら業務を最適化する

ことが可能である。AirLinxでは，履歴に基づく特徴や傾

向より，結果，リソース，生産性を予測するセンサーデー

タを管理して，サービス担当者の保守点検のタイミング

を調整できる。また，AirSuiteでは既存の圧縮空気シス

テムを変更することでさらなる省エネルギー化が可能か

どうかをシミュレーションで確認できる。これらのツー

ルを使用して顧客自身が監視と修正を行い，システムを

構築することで，サービス担当者は最もニーズの高い領

域に重点を置くことができる。これらは，従来型の「時

間ベースの保守」から「イベントに基づく保守」への転換

により得られるメリットだと言える。

日立製作所社会システム事業部は，日立の複数の会社

をまとめて顧客にソリューションを提供しており，現在，

予知保全に関するデータ分析および人工知能のイネーブ

ラとしてIoTデータを使用するプラットフォームを有し

ている。 既にクラウドベースのデータストレージ，世界

規模での携帯電話SIM管理，世界的自動車メーカーのク

ラウド接続など，多くのIoTプロジェクトに取り組んで

おり，経験豊富な熟練者の退職が進み，技術に明るいミ

レニアル世代が中心となっていく中で，圧縮機に関する

製造知識のニーズを一元管理する（図5参照）。
サルエアーが顧客に提供するもう一つのソリューショ

ンが，Air-Over-The-Fenceである。これは，顧客が必

要とするすべての空気動力をサルエアーが使用量に基づ

図4│ AirSuiteの画面例

※） GPSや携帯データ通信などを用いて，特定の場所の周囲に仮想的な境界
（ジオフェンス）を設け，モバイルデバイスなどがその境界内に入ったとき，
あるいは境界から出たときに，ソフトウェアで所定のアクションを実行する位
置情報を使ったサービスの一種。
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いて管理するソリューションである。顧客は，使用量に

応じて圧縮空気の料金を支払うか，固定額で購入するか

を選択できる。サルエアーが顧客の圧縮空気システムす

べてを管理し，供給の確保と年中無休かつ24時間のサー

ビスを提供する。顧客は安全かつ容易に圧縮空気システ

ムを利用することで，必要な圧縮空気を確保できる。

おわりに

技術は日々進歩し続けており，それは空気圧縮機のよ

うな伝統的な製品においても例外ではない。デジタル技

術の導入によって，製品そのものだけでなくサービスも

刷新される。顧客が求めているのは空気圧縮機ではなく，

圧縮された空気である。日立とサルエアーは，現在，優

れた圧縮機技術とデジタルソリューションを通じて，購

入時のみならず圧縮機のライフスパンにわたって顧客に

最適な圧縮空気ソリューションを提供している。デジタ

ルツールとテクノロジーを駆使して予防保全と遠隔監視

のサービスを強化し，潜在的な問題を事前に特定して，

機器の安定的な稼働を実現する。今後も，日立とサルエ

アーは，空気圧縮機分野においてより優れた総合的なソ

リューションを提供していく。

製品および部品の
データシステム

空気圧縮機システムの
使用量に応じた支払い

圧縮空気システムの遠隔監視

各種保守計画
（保証延長など）

最適なソリューションの
提案アプリケーション

AirSuite

TotalCare
AirLinx

Configurator

Sullair Managed
AirPower

製品システム

アセットレス

ポータルサイト

監視
メンテナンス

診断 ・ 分析

図5│ MySullairを用いた最適化のイメージ

参考文献など
1） 株式会社日立産機システム：日立圧縮機100年のあゆみ
（2011.10）

2）Frost & Sullivan：Global Air Compressors Market Assessment
（2018）

3） Compressed Air & Gas Institute： 
http;//cagi.org

竹内 康浩
Sullair, LLC.
1991年に日立製作所に入社。2017年7月にサルエアー
のCOOに就任。
株式会社日立産機システム 業務役員，空圧グローバ
ル統括本部副本部長を兼任し，現在，空気圧縮機
関連の統括業務に従事。

Kyle Sanders
Sullair, LLC.
1999年にサルエアーに入社。IT，商用ソリューション，
空気圧縮機に幅広い経験がある。
現在，IoTおよび商用ソリューションの開発に従事。

Manhar Grewal
Sullair, LLC.
2015年サルエアーに入社。アプリケーションエンジニア，
オイルフリー空気圧縮機製品マネージャを歴任し，現
在，IoTおよび商用ソリューションの開発に従事。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


